
2022/3/18

1

BIM/CIM LIVE 1

3次元都市データを活用したまちづくりに向けて
～デジタル地図・GISの観点から～

国土交通省 Project PLATEAU CC-BY 4.0

駒澤大学文学部地理学科・准教授
東京大学空間情報科学研究センター（CSIS）・客員研究員

https://researchmap.jp/tosseto/
tosseto@komazawa-u.ac.jp

瀬戸 寿一 @tosseto
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地域課題解決のためのオープンな地理データｘ市民参加

市民協働とAIを組み合わせた次世代
型インフラ管理:MyCityReport

地域情報のデジタルシティ化
データ連携:Digital City Project

オープンデータ・コミュニティ育成
Urban Data Challenge

グローバル＆フリーな地理データベース
OpenStreetMapを用いたデータ分析
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データ駆動型社会に対応したまちづくりに関する勉強会（国土交通省都市局都市計画課）
https://www.mlit.go.jp/toshi/city_plan/toshi_city_plan_tk_000072.html

BIM/CIM LIVE 4

データを活用したまちづくり

データ駆動型社会に対応したまちづくりに関する勉強会（国土交通省都市局都市計画課）
https://www.mlit.go.jp/toshi/city_plan/toshi_city_plan_tk_000072.html
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世界的潮流: 自治体や地域単位でデータを公開
現状をリアルタイム・モニタリング＆将来計画の意思決定に活用

https://www.portlandmaps.com/

5https://www.greater.sydney/dashboardhttps://www.dublindashboard.ie/

https://sig-digitaltwin-smartgeohub.hub.arcgis.com/

BIM/CIM LIVE 6

Manchester 3D Data Viewer
（都市データ／IoTセンサー／シミュレーション結果によるデジタルツイン）

https://manchester.virtualcitymap.de/

建物ごとの毎月の日射量
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都市データによるデジタルツイン化と先端的な参加型まちづくり
→形状＋属性データの標準化によりシミュレーションや将来予測に

7
Dembski, F.; Wössner, U.; Letzgus, M.; Ruddat, M.; Yamu, C. 

Urban Digital Twins for Smart Cities and Citizens: The Case 
Study of Herrenberg, Germany. Sustainability 2020, 12, 2307. 

Kilsedar, C.E.; Brovelli, M.A. Multidimensional Visualization and 
Processing of Big Open Urban Geospatial Data on the Web. 
ISPRS Int. J. Geo-Inf. 2020, 9, 434. 
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デジタルツイン（Digital Twin)
• センサーなどから取得した

データをもとに、建物や道路
などのインフラ・経済活動・
人の流れなど様々なフィジカ
ル空間（＝現実空間）の要素
を、サイバー空間（コン
ピューターやコンピューター
ネットワーク上の仮想空間）
上に「双子」のように再現し
たもの

• 例:東京都デジタルツイン実
現プロジェクト
– 2030年を目標に様々な分野の

デジタルツインを目指し検討会
や実証事業に取り組んでいる

https://info.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/
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The geospatial ecosystem 

デジタルツイン（DT)を支えるGIS・地理空間情報

http://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/gis/guidance/guidance_1.html
https://ggim.un.org/meetings/GGIM-committee/11th-Session/documents/Towards_a_Sustainable_Geospatial_Ecosystem_Beyond_SDIs_Draft_3Aug2021.pdf

〈日本におけるGISの展開〉
• 日本では阪神淡路大震災等を契機に普及
• 「位置」に関する情報を有したデータ（＝地理空

間情報）を総合的に管理するために整備するシス
テム・サービス（主に2次元データ）

• データを地図上に視覚的にまとめて分析すること
で地域比較や計画の提案など
意思決定支援のツールにも →「統合型GIS」等へ

〈システムからデータへ:ジオ・エコシステム?〉
１．データの不足分野の把握、既存データの鮮度・
粒度（解像度）・履歴（経過年数）等の向上

２．同種のデータ（デジタル地図や位置情報）の異
なる組織同士でのワンソース・マルチユース化

３．異種のシナリオ（A案・B案…）を合理的に導き、
意思決定に備えるか?

• DT開発・維持における人材育成が課題（GGIM, 2021）
• 「統合型GIS」から「横断型地図」へ（藤村,2021）

BIM/CIM LIVE 10

バーチャル静岡 （2016～:静岡県庁）
• レーザー計測を用いること

で，物体に対する反射によ
る表面の位置や形状を表す
形式で県全域のデータ化を
計画・実施（2021年度ま
でに）

• 当初は土木工事など社会イ
ンフラの測量データとして
整備し，2016年より全国
でも珍しかったオープン
データとして公開

• 伊豆東部エリア
（1,050km2・約7TB）を
公開し，2020年グッドデ
ザイン賞を受賞

https://www.g-mark.org/award/describe/51263
https://www.youtube.com/watch?v=dbRRwQje9Fo
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https://twitter.com/_darger/status/12614961284
38071296?s=20

静岡県 富士山南東部・伊豆全域 点群データ （2019年～）
(CC-BY 4.0）のオープンデータ化

https://www.geospatial.jp/ckan/organ
ization/shizuokapref https://hackmd.io/gE_K4jMtQButSkvGXFuB-g

BIM/CIM LIVE 12

大規模化する災害への対応も:静岡県熱海市災害
複数の行政機関・民間の多組織が短期間で相互に連携

https://qiita.com/tosseto/items/3f88e64be9f6f8e11d4e
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静岡県難波副知事記者会見（2021年7月15日）

https://www.youtube.com/watch?v=MYoXQwuMxpk

• 日頃からデータをオープンにすることで、いざというときに
外部の方々が（多角的に解析して）助けてくれる時代

• 行政の自前で行っていたような委員会を立ち上げる間に
（基礎的な）解析が数十時間で終わってしまうことを経験

• オープンイノベーションが口で言うだけでなく体現した

BIM/CIM LIVE 14

国土交通省 Project Plateau（2020年～）
• 3D都市モデル整備・活用・オープン

データ化 のリーディングプロジェクト。
都市活動のプラットフォームデータとし
て 3D都市モデルを整備し、 そのユース
ケースを創出。さらにこれをオープン
データとして公開することで、誰もが自
由に都市のデータを引き出し、活用でき
るようになる（説明文より）

• 全国56都市で3D都市モデルを整備（順
次、G空間情報センターを通じてオープ
ンデータ化）
– 東京都23区は全域、その他都市も全域・都市

計画区域のどちらかで整備・公開
• 実証実験の結果をまとめた各種ドキュメ

ント（10種類）／コンセプトフィルム
／ユースケース（19事例＋α）公開

• Githubを通じたオープンソース化
→ 東京都デジタルツイン3Dビューアな
どで早速活用
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Plateau View（ブラウザ上で閲覧できる機能）
例:元町・中華街周辺（用途地域＋建物高さで色分け）

BIM/CIM LIVE 16

多様なユースケースや標準化・仕様化のマニュアル
（10種類のドキュメント＋7つの動画など:これ自体もオープンに）

https://www.mlit.go.jp/plateau/libraries/



2022/3/18

9

BIM/CIM LIVE 17

G空間情報センターを通じたオープンデータの
提供: CityGML、3D Tiles、FBX形式等

https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/plateau

BIM/CIM LIVE 18

新しいサービス・ビジネスの創出?

https://www.mlit.go.jp/plateau/new-service/
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Project Plateau公開を受けた反響

https://togetter.com/li/1689406 https://togetter.com/li/1703992

BIM/CIM LIVE 20

東京デジタルツイン3Dビューア
3D建物＋都営バス＋河川監視カメラ

https://3dview.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/
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東京デジタルツイン3Dビューア
上野恩賜公園点群データ

https://3dview.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/

BIM/CIM LIVE 22

スマートシティの光と影（Sidewalk Labs)

https://sidewalktoronto.ca/

• 2017年にトロント港湾地区の再開
発の計画がされGoogleを擁する
Alphabet傘下Sidewalk Labs認定

• 2019年にマスタープランを発表す
るが，地域住民や専門家からの懸念
点が表明

• 特に対象となる「都市データ」の定
義が曖昧で個人情報が公共データと
して扱われる可能性やデータを預か
る機関が行政よりも権限が高くなる
懸念

• 住民の中には賛成する声も多かった
がSidewalk Labs以前の市民と行
政との合意形成が図られておらず任
せきりになっていたのでは?

• コロナ禍となり不動産市場の先行き
や収益性の維持が困難＝都市経営を
民間サービスに委ねる課題
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「オルタナティブな」スマートシティに向けて
（Code for Japan: make our cityプロジェクトなど）
• 日本のシビックテック活動・支援

を担うCode for Japanが，浜松
市・加古川市・西会津町等と連携
して展開

• 市民が主役であることを全面に押
し出し，デジタル活用と市民参加
による多用な人々がまちづくりに
参加できる仕組み
（cf. 加古川市 Decidim等）

• 根底には技術導入や規制改革
「ありき」からの転換

→ 欧州のOrganicityプロジェクト
（市民協働＆体験型のスマートシ
ティ: Experimentation as a 
Service）などの知見も参考に? https://makeour.city/

http://organicity.eu/

BIM/CIM LIVE 24

スマートシティの行方:データ駆動型・市民主体の都市計画
＋都市管理（マネジメント）?

• なぜ都市に関わるデータが求められるか?
– 誰が都市のインフラを管理（マネジメント）するのか?をデザインする必要
– ”スマートシティ”や”デジタルツイン”で生活を豊かにするには、どのような

データやプラットフォームが必要になるのか?
• 主役は市民＋データ活用を纏う意義

– 2000年代初頭より議論されてきた「市民参加型まちづくり」におけ
る先駆的事例や課題が、今日になって本格的に実践＋拡張段階に?
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Thank you!

tosseto@komazawa-u.ac.jp
http://researchmap.jp/tosseto

https://speakerdeck.com/tosseto


